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レ(ロ ーザ ンヌ)に 染色作品を出品 した。こ
のビエンナーレは,1961年以来染織の国際コ
ンクール として開催されてきたが,出 展作品








長い間疑 ったことがなかったが,し か しこれ
は世界的には珍 しい染織分類法である。欧米
な どで は,染 織をテキスタイル(織 物),フ
ァイバー ・ワーク(繊 維の造形),タピスリ
ー(綴 織 り),プ リン ト(捺染 と訳 されるが,
























のに限った ものではない。 日本に染色文化 を
発達 させた理由を探るには,日本人の特異な
感性 を,文化の基層構造か ら解明すべ きでは
ないかというのが,第 二の設問である。
染色 とサ ー フェスデザイ ン
1976年ア メ リカ,キ ャンザ ス州 立大学 にて
SurfaceDesignAssociation第一 回集 会 が
開催 され,「surfacedesign」が染 色 アー ト
をさす用 語 として用い られ る ようになった。
当 時,「surfacedesign」に対 して 「artof
dyeing」の 命名 で は ど うか とい う考 えも議
論 の なか にあ った とい うが,「dyeing」は適
当 とされなか った。 それ は この語 の もつイメ
ー ジ と,染 色 アー トの性質 にへ だた りが あ る
か らであ る。 アメ リカで台頭 して きた染色 ア
ー トは,個 人作家 の一 貫制作 を旨 とし,刷 毛
を用 いた引 き染 めや筆 を用い た色差 しな ど,
日本独 自の発達 した染 色技法 の影響 と,手 軽
で便利な樹脂顔料な ど新開発の化学合成素材




あるが,染 色アー トは反対に,刷 毛や筆など












皮膜意匠)で ないものを 「染め」 という。表








論」 を展 開 した(『デザ イン夜講』1974な
ど)。サー フェスは,深 層に対する表層,内
実に対する皮膜であるととらえて,氏 自身が
標榜 してきた 「グラフィズム」の概念 と,表
層 と内実の関係 についての見解を示す。氏 は,
「表現 とは,た えず自己の内へ向か っての,














ジ」 と言い切れない 「染 め」の輪郭が,「皮









顔料などの皮膜 を必要 とする場合以外 は,素
材を隠蔽する皮膜を避 けることが顕著である。
建築 はどの部分 もほとん ど塗装されることが
ない。木工の諸道具 はせいぜい拭漆がほどこ
されるくらいで,木 目の美 しさや素材感が大
切 にされ る。竹,繊 維,紙,藁 な どの 「民
芸」も同様である。錆止めとして皮膜が要求一
される金属工芸でさえ,透 明感のある漆を施




覚は,作 品の素材感 を重んじ,一 方で染めの
文化を発達させた感覚 と通底する。皮膜嫌い
が皮膜のない染めを好む,日 本人の 「ペンキ
嫌い」 は,「染 め好 き」の裏返 しであろうと
思 う。
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